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７
月
の
豪
雨
は
、
広
い
地
域
で
土
砂
崩
れ
や
家
屋
へ
の
浸
水
な
ど

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
る
喜
多
方
市
の
被
害

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
８
月
20
日
現
在
：
概
算
額
）

１
．
土
木
関
係

２
．
農
林
関
係

合

計

作

業

道

農
業
用
施
設

農

地

外

農

道

林

道

218 17 52 77 2 70

箇

所

数

五
億
三
千
百
二
万
千
円

四
千
七
百
九
十
五
万
円

三
千
七
百
四
十
六
万
円

三
千
百
七
十
七
万
六
千
円

六
十
万
円

四
億
一
千
三
百
二
十
三
万
五
千
円

被

害

額

合

計

河

川

市

道

52 6 46

箇

所

数

一
億
三
千
二
百
九
十
三
万
八
千
円

千
九
十
万
円

一
億
二
千
二
百
三
万
八
千
円

被

害

額

７
月
17
日

山
都
町
道
路
崩
落
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３
．
農
作
物

４
．
公
共
施
設
等

【
総
被
害
額
】

287
箇
所

六
億
七
千
九
百
四
十
二
万
八
千
円

喜
多
方
市
は
、
今
回
の
災
害
が
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
や

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
な
ど
に
対
す
る
財
政
支
援
を
、
県
及
び

国
へ
の
要
望
を
行
い
、
８
月
15
日
に
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

合

計

観
光
施
設

都
市
公
園
施
設
等

光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル

上
下
水
道
施
設

教
育
施
設

9 4 1 1 2 1
箇
所
数

千
百
九
十
八
万
円

百
三
十
万
円

三
万
円

四
百
二
十
万
円

六
百
三
十
万
円

十
五
万
円

被

害

額

水

稲

等

8

箇

所

数

三
百
四
十
八
万
九
千
円

被

害

額

７
月
22
日

熱
塩
加
納
町
沢
水
流
入
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学・通院やお買い物に…通学・通院やお買い物に…

ぜひご利用くださいぜひご利用ください
　予約型乗合交通予約型乗合交通

平
成
２３
年
か
ら
導
入
を
進
め
て
い
た
予

約
型
乗
合
交
通
は
、
今
年
４
月
に
喜
多
方

地
区
へ
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
全

て
の
地
区
で
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
予
約
型
乗
合
交
通
は
、
運
行
地
区

以
外
の
方
や
観
光
客
の
方
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
喜
多
方
市
地
域
公
共
交
通

会
議
事
務
局（
企
画
政
策
課
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

ジャンボタクシーなどの車両を使用して、利用者からの予約によって自宅などと目的地（指
定乗降場所）の間を他の人と乗り合いで運行するものです。
本市では、JRへの接続を最優先に運行ダイヤを編成しています。
別名「デマンド交通」とも呼ばれています。
※ダイヤについては、平成25年3月配布の『予約型乗合交通利用の手引き』または市ホームペ
ージをご覧ください。

 ご利用には予約が必要です
※乗車する日の前日までに予約してください。

　（月曜日に乗車する場合は、前の週の金曜日（祝日の場合はその前の平日）の午後4時までに予

　  約する必要があります。）

※定期的に利用する場合は、まとめて予約することもできます。

※予約のキャンセルは乗車予定時間の1時間前までにご連絡ください。

　受付時間外など連絡ができない場合は、キャンセルの連絡は不要です。

　なお、キャンセル料金はいただきません。

予約・キャンセルは･･･

受付時間：平日の午前9時～午後4時（土日、祝日、12月29日～1月3日は休み）

受付センター　電話 0241-27-4455

① いつ　　　･･･  いつ乗るか

② 誰が　　　･･･  誰が乗るか

③ どの便で　･･･  どの便に乗るか

④ どこから　･･･  どこから乗るか

⑤ どこまで　･･･  どこで降りるか

予約の際に伝えられた

お迎えの時間をしっかり

メモしましょう！

問問



　広報きたかた　2013.9◯　◯◯

皆様のご利用
お待ちしております

利用者の自宅などと指定乗降場所の間を、他の人と乗り合いで運行します。

予約のあった場所を順次回っていきます。

運行日は、月曜から金曜日の平日のみ（土日、祝日、12月29日～1月3日は運休）です。

（例）

※自宅など･･･利用者の自宅の他、知人宅や商店なども含みます。

　　　　  　基本的には自宅などのすぐ近くまで車両が行きますが、積雪や道路状況によっては、

　　　　  　少し離れた場所まで出ていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

※指定乗降場所･･･エリアごとに指定しています。（駅、学校、病院など）

距離に関係なく、一回の乗り降りでの料金です。

○現金

大人（中学生以上）400円、　子ども（小学生以下） 250円
※未就学児は大人1名につき1名無料です。

○回数券（大人のみ）

20枚綴り7,000円、　11枚綴り4,000円
販売場所:車内、運行事業者の営業所、企画政策課、各総合支所住民課、JR塩川駅、JR山都駅、JR荻野駅

○定期券（1か月～）

大人　13,300円～、　子ども　8,000円～
販売場所:企画政策課

※1か月以上4か月未満の期間で購入できます。

  ◆運行のイメージ◆

  ◆利用料金について◆

詳しくは、平成25年3月配布の『予約型乗合交通利用の手引き』
または市ホームページをご覧ください。

Ａさん
（自宅）

Bさん
（自宅）

指定乗降場所
（△△支所）

指定乗降場所
（○○駅）

Q：車両の席が空いていれば、予約なしでも乗ること

　  ができますか。

A：乗れません。車両に乗る際には、必ず予約が必要です。

Q：乗る車両は見分けがつきますか。

A：車両の前面・側面にエリア名が入っているマグネット

　  を貼っていますので、そちらを参考としてください。

Q＆A
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 市政トピックス

８
月
８
日
、
本
庁
舎
北
側
駐
車
場
に
お

い
て
、
新
本
庁
舎
建
設
工
事
の
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
選
出
県
議
会

議
員
、
市
議
会
議
員
お
よ
び
市
内
各
団
体

な
ど
の
方
々
を
は
じ
め
、
市
、
工
事
関
係

者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
工
事
が
始
ま
り
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

財
政
課
本
庁
舎
建
設
室

☎（
２４
）５
２
６
７

来
年
度
の
新
卒
者
雇
用
確
保
を
要
請

ウ
ィ
ル
ソ
ン
ビ
ル
市
訪
問
団
の
喜
多
方
市
訪
問

７
月
２４
日
、
市
で
は
、
県
会
津
地
方
振

興
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方
と
合
同
で

「
来
春
高
卒
予
定
者
の
雇
用
確
保
に
係
る

要
請
書
」
を
会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所
・

き
た
か
た
商
工
会
お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
会
津

株
式
会
社
へ
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
就
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し

て
地
元
就
職
希
望
者
の
支
援
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

商
工
課
雇
用
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
３

８
月
１２
日
か
ら
１８
日
に
か
け
て
、
本
市

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
ビ
ル
市
よ
り
、
市
長
を
は
じ
め
と
し
た

訪
問
団
６
人
が
、
姉
妹
都
市
提
携
２５
周
年

を
記
念
し
て
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

１３
日
に
歓
迎
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
市

内
視
察
や
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
夏
ま
つ
り
の

見
学
を
行
い
市
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。企

画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

問問

問問

問問

●
来
春
高
卒
予
定
者
の
雇
用
確
保
に
係
る
要
請
書
」
の
提
出

●
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
記
念

平
成
27
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
開
始

●
新
本
庁
舎
の
建
設

～第30回山都新そばまつり記念事業～

今年は、山都新そばまつりも第30回目を
迎え、アニバーサリー事業との位置づけの
もと、再度全国的に「山都そば」のブラン
ドを広くPRするため、下記により講演会と
シンポジウムを開催します。
◆日　時　10月5日（土）　午後1時30分から
◆場　所　山都開発センター3階大集会室
◆内 容　

①基調講演
　　ビックコミックス（小学館）
　　「そばもん ニッポン蕎麦行脚」の著者
　　山本　おさむ　氏による講演
　②そばによる地域おこしシンポジウム
◆入場料　　無　料

山都総合支所産業課

　 商工観光係☎（38）3831

問問
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本
市
チ
ー
ム
は
、
７
月
か
ら
合
同
練
習

や
練
習
試
合
を
重
ね
実
力
を
つ
け
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
個
人
の
実
力
ア
ッ

プ
と
チ
ー
ム
の
結
束
力
を
固
め
、
大
会
本

番
に
臨
み
ま
す
。

本
市
チ
ー
ム
の
初
戦
は
９
月
８
日
、
第

４
試
合
で
矢
祭
町
と
対
戦
し
ま
す
。

合
同
練
習
な
ど
で
チ
ー
ム
の
結
束
力
と
実
力
を
強
化

チ
ー
ム
の
初
戦
は

９
月
８
日（
日
）

第
７
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
は
９
月
７
日
か
ら
１０
月
６
日
ま
で
、
県

営
あ
づ
ま
球
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
大
会
に
は
県
内
全
５９
市
町
村
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
喜
多
方
市
チ
ー
ム
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
試
合（
決
勝
戦
ま

で
）は
、
次
の
と
お
り
６
試
合
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
９
月
８
日（
日
）午
後
１
時
１５
分

○
９
月
２１
日（
土
）午
後
４
時
４５
分

○
９
月
２８
日（
土
）午
前
１１
時
３０
分

○
１０
月
５
日（
土
）午
前
８
時

○
１０
月
６
日（
日
）午
前
８
時（
準
決
勝
）

午
前
１１
時
３０
分（
決
勝
）

  

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
試
合（
予
定
）

昨年以上の成績を目指します

ム
第７回市町村対抗
福島県軟式野球大会

喜多方市チーム選手団の皆さん（敬称略）
区　　分 氏　　　名 所属チーム名
代　　　表 菅沼健仁良 喜多方野球協会
代 表 補 佐 小椋　幸五 喜多方野球協会
監　　　督 青山　光男 元喜多方商業監督

コ　ー　チ 岩瀬　洋一 喜多方市役所
鈴木　正一 喜多方野球協会推薦

マネージャー 野辺　善光 宮川イーグルス
スコアラー 村岡　武幸 コープあいづ野球部
1

投　　手

渡部　正幸 上三宮エラーズ
2 大金　進輔 広域消防署
3 亀岡　匡崇 ラッキーストライク
4 黒沢　圭太 マッドオウル
5 蓮沼　優介 ＳＴＫ
6 堀川　貴広 飯塚病院野球部
7 佐藤竜之介 喜多方ボーイズコーチ
8 渡部　勝夢 宮川イーグルス
9 小林　拓馬 飯塚病院野球部
10 渡邉　智幸 喜多方桐桜高校勤務
11

捕　　手

瓜生　泰和 宮川イーグルス
12 大竹　克敏 飯塚病院野球部
13 會田　頼孝 喜多方ボーイズコーチ
14 物江　将 飯塚病院野球部
15

内野手

目黒　大樹 飯塚病院野球部
16 猪俣　昌也 竹田病院野球クラブ
17 佐藤　仁志 三菱伸銅
18 笠間　大輔 ＳＤＵ
19 長沢　茂充 ＳＴＫ
20 星　心太郎 ラッキーストライク
21 渡部　将山 会津オリンパス
22

外野手

渡部　寿一 飯塚病院野球部
23 黒沢　孝弘 グラフティーズ
24 秋山　大樹 飯塚病院野球部
25 佐藤　親一 会津信用金庫

　昨年は、優勝した福島市に
準々決勝で逆転負けを喫し、
本当に悔しい思いをしました。
今年も福島市と同じブロック
に入ったため、勝ち進んで「打
倒！福島市」を目指します。
昨年以上の成績を目標とし、
選手一丸となってがんばりま
すので、市民の皆様の熱い応
援をよろしくお願いします。

喜多方市チーム
監　督

青山光男さん
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偉
人
の
業
績
や
「
人
づ
く
り
の
指
針
」

の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
講
師

を
派
遣
し
、
そ
の
謝
礼
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
が
所
属
す
る
各
種
団
体
で

講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

◆
派
遣
す
る
講
師

瓜
生
岩
子
刀
自
、
蓮
沼
門
三
氏
、
藤
樹

学
な
ど
、「
人
づ
く
り
の
指
針
」
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
で
き
る
団
体
な
ど

か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

◆
派
遣
す
る
場
所

市
内
小
中
学
校
、
公
民
館
な
ど

◆
助
成
内
容

年
度
内
一
回
ま
で
市
が
講
師
謝
金
を
負

担
し
ま
す
。

◆
派
遣
の
例

○
小
中
学
校
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

  

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
種
行
事

○
公
民
館
・
各
種
事
業
で
の
研
修
会

○
各
種
団
体
・
各
種
行
事
・
研
修
会
な
ど

◆
申
し
込
み

実
施
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
提
出
の
前
に
電
話
な
ど
で
、
実

施
希
望
の
日
時
、
場
所
、
内
容
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

◆
日
時

９
月
９
日（
月
）

《
第
１
部
》

『
会
津
ま
ほ
ろ
ば
街
道
め
ぐ
り
』

○
時
間
…
午
後
１
時
１５
分
集
合
、
午
後
１

時
３０
分
〜
５
時

○
定
員
…
先
着
２５
人

○
集
合
場
所
…
上
三
宮
遊
樹
館

○
見
学
地
…
法
界
寺
〜
光
明
寺
〜
貴
徳
寺

〜
勝
方
寺

○
案
内
…
志
村
和
子
氏（
会
津
ま
ほ
ろ
ば

里
人
の
会
会
長
）

《
第
２
部
》

『
三
島
神
社
太だ

い

々だ
い

神か
ぐ
ら楽
鑑
賞
』

○
時
間
…
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

○
場
所
…
上
三
宮
町
三
島
神
社
境
内

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
上
三

宮
公
民
館
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

上
三
宮
公
民
館

☎（
２２
）０
９
１
２

人
づ
く
り
の
指
針針

の
ご
案
内

講
師
派
遣
事
業
支支
援
の

問問

問問

申申

申申

別
事
業

生
涯
学
習
推
進
特特
別道

め
ぐ
り
と

会
津
ま
ほ
ろ
ば
街街
道々

神
楽
の
鑑
賞

三
島
神
社社
太

三島神社太々神楽の一幕

▲平成24年5月31日　喜多方市立第一小学校で実施▲平成24年7月6日　関柴小学校で実施
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９
月
１５
日（
日
）各
町
の
代
表
選
手
が
高

郷
総
合
支
所
前
か
ら
、
押
切
川
公
園
ス
ポ

ー
ツ
広
場
ま
で
の
１１
区
間
、
３７
・
１
㌔
㍍

で
健
脚
を
競
い
ま
す
。
沿
道
で
の
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
コ
ー
ス
周
辺
で
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
会
当
日
は
喜
多
方
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム

で
、
レ
ー
ス
状
況
や
中
継
所
で
の
様
子
な

ど
が
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

選
手
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
放
送
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
激
励
や
心
温
ま

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
喜
多
方
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
﹈

周
波
数

７８
・
２
メ
ガ
ヘ
ル
ツ

☎（
２２
）１
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２１
）１
７
７
０

http://w
w
w
.fm
-kitakata.co.jp/

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

問問

申申

第
７
回

伝
競
走
大
会
開
催

喜
多
方
市
内
一
周周
駅
伝

≪前半戦≫
スタート［高郷総合支所前］ 午前8時40分※
1区（フリー）･･･　3.0㎞
第1中継所［高郷町川井橋前］ 8時49分
2区（フリー）･･･　3.0㎞
第2中継所［山都総合支所前］ 8時58分
3区（フリー）･･･　2.2㎞
第3中継所［山都町江原産業前］ 9時05分
≪後半戦≫
スタート［塩川総合支所前］ 9時20分
4区（フリー）･･･　3.8㎞
第4中継所［南部製版所塩川工場前］ 9時31分
5区（フリー）･･･　3.7㎞
第5中継所［喜多方浄化センター前］ 9時43分
6区（女子または45才以上の男子）･･･　2.9㎞
第6中継所［押切川公園スポーツ広場前］ 9時55分
　7区（フリー）･･･　4.7㎞
第7中継所［熱塩加納町鈴木建設前］ 10時9分
8区（フリー）･･･　4.1㎞
第8中継所［熱塩加納総合支所前］ 10時21分
9区（女子または45才以上の男子）･･･　2.9㎞
第9中継所［松山町三井パーライト前］ 10時30分
10区（フリー）･･･　3.7㎞
第10中継所［松山町ほまれ酒造前］ 10時41分
11区（中学男子または40才以上の男子）･･･  3.1㎞
ゴール［押切川公園スポーツ広場］ 10時50分

※先頭通過予想時間

市
民
プ
ー
ル
の
供
用
期
間
外
に
指
定
す

る
屋
内
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者

小
学
生
以
上
の
市
民

◆
期
間

平
成
２５
年
９
月
２
日
か
ら
平
成

２６
年
３
月
３１
日
ま
で

◆
指
定
す
る
屋
内
プ
ー
ル

会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

（
河
東
町
南
高
野
字
金
剛
田
）

◆
助
成
額

会
津
若
松
市
民
料
金
と
の
差

額
を
助
成
し
ま
す
。

○
大
人

１
回
２
６
０
円

○
高
校
生

１
回
２
１
０
円

○
小
中
学
生

１
回
１
０
０
円

※
通
常
の
プ
ー
ル
利
用
料
金（
２
時
間
）

○
大
人

１
回
７
８
０
円

○
高
校
生

１
回
６
３
０
円

○
小
中
学
生

１
回
３
１
０
円

◆
手
続
き

助
成
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た

申
請
に
つ
い
て
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
教

育
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

市
民
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
を
主
催
す
る
団
体
な
ど

へ
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を

貸
し
出
し
ま
す
。
な
お
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し

出
し
は
無
料
で
す
。

◆
貸
出
条
件

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
必
要
な

講
習
を
修
了
し
た
者
が
、
対
象
と
な
る
事

業
期
間
を
通
じ
て
そ
の
会
場
等
に
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

◆
貸
出
期
間

対
象
と
な
る
事
業
の
開
催

日
前
日
か
ら
開
催
日
の
翌
日
ま
で
を
限
度

と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
期
間
の
最
終
日
が
教
育
委
員

会
の
閉
庁
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
そ
の
翌

日
ま
で
と
し
ま
す
。

◆
申
請
手
続

借
用
予
定
日
の
３
か
月
前

か
ら
２
週
間
前
ま
で
に
、
借
用
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
係
る
講

習
の
修
了
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
借
用
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

Ａ
Ｅ
Ｄ
貸
し
出
し
に
つ
い
てhttp://w

w
w
.

c
ity
.k
ita
k
a
ta
.fu
k
u
sh
im
a
.jp
/sh
im
in
/

g
yosei/14902/14981/020339.htm

l

器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を

自
動
体
外
式
除
細細
動
器

貸
し
出
し
ま
す

助
成
の
お
知
ら
せ

屋
内
プ
ー
ル
の
利利
用
助

問問

申申

問問

申申
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両
親
の
「
死
」
と
向
き
合
う

  喜
多
方
市
立
塩
川
中
学
校
二
年

桑
原

光
生

あ
な
た
は
自
分
の
親
の
事
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
尊
敬
し
て
い
る
、
目
標
だ
、
あ
り
が
た
い
、

う
ざ
い
、
い
な
く
て
も
い
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
僕
は
今
、
自
分
の

親
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
僕
を
愛
情
深
く
育
て
て
く
れ
た
事
に
。

実
は
、僕
の
両
親
は
も
う
こ
の
世
に
い
ま
せ
ん
。
二
人
と
も
病
気
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

両
親
が
亡
く
な
る
前
は
、
僕
達
親
子
四
人
は
埼
玉
県
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

生
活
が
一
転
し
た
の
は
四
年
前
の
五
月
で
し
た
。
母
が
朝
食
を
つ
く
り
、
父
が
ゆ
っ
た
り
と
く
つ

ろ
ぎ
、
僕
と
妹
は
学
校
に
行
く
支
度
を
し
て
い
た
あ
の
朝
。
そ
れ
が
家
族
四
人
の
最
後
の
団
ら
ん

で
し
た
。
下
校
途
中
の
駅
の
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
で
母
と
妹
が
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
に
乗

り
込
む
と
、
母
か
ら

「
お
父
さ
ん
が
倒
れ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
病
院
に
向
か
う
か
ら
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
父
は
脳
内
出
血
を
起
こ
し
た
の
で
す
。
夜
に
は
、
今
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る

父
方
の
祖
父
母
も
来
ま
し
た
。
父
は
倒
れ
て
か
ら
意
識
が
な
い
ま
ま
入
院
し
て
い
ま
し
た
が
、
別

れ
は
一
ヶ
月
後
に
突
然
や
っ
て
来
ま
し
た
。
父
は
静
か
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
六

月
の
第
三
日
曜
日
、
父
の
日
で
し
た
。

父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
母
は
新
聞
配
達
な
ど
を
し
て
、
僕
達
三
人
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
、
僕
の
小
学
校
生
活
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
時
、
母
は
手

術
を
受
け
ま
し
た
。
手
術
は
上
手
く
行
き
、
僕
の
卒
業
式
に
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
校
の
行

事
に
も
よ
く
行
く
、
だ
れ
よ
り
も
自
慢
出
来
る
母
親
で
し
た
。
し
か
し
、
病
気
は
再
発
し
、
治
療

を
し
て
も
、
母
の
体
は
ど
ん
ど
ん
弱
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
年
の
一
月
十
日
、
母
が
病
院
に
運
ば

れ
た
と
、
学
年
主
任
の
先
生
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
は
よ
く
入
退
院
を
繰
り
返
し

て
い
た
の
で
、
大
丈
夫
だ
と
思
い
、
部
活
中
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
そ
の
時
は
病
院
に
行
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
当
は
早
く
行
っ
た
方
が
良
か
っ
た
の
に
。
夜
、
僕
と
妹
は
、
母
の
友
達
と
一
緒
に
病

院
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
母
は
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
て
、
声
を
か
け
て
も
苦
し
そ
う

で
し
た
。
何
も
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
僕
は
母
が
何
を
言
お
う
と
し
た
か
は
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
母
は
き
っ
と
こ
う
言
い
た
か
っ
た
の
で
す
。

「
光
生
、
よ
く
来
た
ね
。
心
配
し
な
く
て
い
い
か
ら
ね
。
お
母
さ
ん
頑
張
る
か
ら
。」

 

中
学
生
の
部

最
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

（
会
北
中
３
年
）、
内
海
拓
朗（
第
三
中
３

年
）、
田
部
夏
望（
第
一
中
３
年
）、
満
田

紗
季（
塩
川
中
３
年
）、
三
星
真
衣（
第
三

中
３
年
）、
横
山
優
芽（
第
三
中
３
年
）

◆
「
家
庭
の
日
」
ふ
れ
あ
い
標
語
表
彰

▽
最
優
秀
賞

二
瓶
あ
い（
豊
川
小
５
年
）、

高
愛（
山

都
小
６
年
）

▽
優
秀
賞

羽
入
乃
愛（
関
柴
小
５
年
）、穴
澤
千
叶（
豊

川
小
６
年
）、
山
内
優
輝（
豊
川
小
４
年
）、

小
澤
沙
也
加（
慶
徳
小
４
年
）、
鈴
木
千
遥

（
堂
島
小
２
年
）、
関
本
美
紅（
塩
川
小
６

年
）、
青
木
光（
姥
堂
小
４
年
）、
須
藤
旭

陽（
姥
堂
小
６
年
）、
赤
城
陽
菜（
駒
形
小

２
年
）、
板
垣
太
陽（
山
都
小
６
年
）

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

平
成
２５
年
度
少
年
の
主
張
喜
多
方
市
大

会
が
７
月
２８
日
喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
作
文
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た

小
学
生
１０
人
、
中
学
生
１１
人
の
主
張
発
表

お
よ
び
表
彰
と
、「
家
庭
の
日
」
ふ
れ
あ

い
標
語
優
秀
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。主

張
審
査
結
果
お
よ
び
標
語
優
秀
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
発

表
順
）

◆
小
学
生
の
部

▽
最
優
秀
賞

梅
木
望
羽（
塩
川
小
６
年
）、大
塚
菜
生（
山

都
小
６
年
）、
佐
野
哲
朗（
慶
徳
小
６
年
）

▽
優
秀
賞

一
重
伊
吹（
塩
川
小
６
年
）、
岩
橋
向
日
葵

（
加
納
小
６
年
）、
大
須
賀
佑
吏（
豊
川
小

５
年
）、
五
ノ
井
朱
里（
第
一
小
６
年
）、

長
澤
ゆ
り
あ（
豊
川
小
６
年
）、
沼
澤
愛
璃

（
関
柴
小
５
年
）、
横
川
千
亜
希（
高
郷
小

６
年
）

◆
中
学
生
の
部

▽
最
優
秀
賞

桑
原
光
生（
塩
川
中
２
年
）、
古
佐
原
光
大

（
第
二
中
３
年
）、
武
藤
菜
美（
第
二
中
３

年
）、
和
田
悠
希（
高
郷
中
３
年
）

▽
優
秀
賞

五
十
嵐
聖
弥（
山
都
中
３
年
）、
石
井
誠
美

と
発
表
し
ま
し
た

自
ら
の
考
え
を
堂堂
々
と多

方
市
大
会

少
年
の
主
張
喜喜
多

問問
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と
。
僕
達
が
帰
っ
て
か
ら
母
の
意
識
は
戻
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
。
翌
日
の
明
け

方
に
い
ろ
ん
な
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
母
は
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
僕
と
妹
は
二
人
き
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
母
の
看
病
の
時
か
ら
来
て
く
れ
て
い
た
父
の
妹
で
あ
る
叔
母
が
僕
達

の
面
倒
を
見
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
四
月
、
僕
と
妹
は
叔
母
に
つ
れ
ら
れ
て
、
こ
の

塩
川
町
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

僕
は
両
親
に
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
や
知
り
た
い
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
も

う
何
も
聞
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
相
談
す
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。
僕
は
時
々
、
父
や
母
が
、
将
来
、

僕
に
何
に
な
っ
て
欲
し
か
っ
た
の
か
な
ぁ
、
と
思
う
事
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
話
し
て
お

き
た
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
悔
や
ん
で
ば
か
り
い
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
て

い
た
頃
の
両
親
が
、
愛
情
深
く
僕
達
を
育
て
て
く
れ
た
事
や
、
楽
し
い
毎
日
を
送
ら
せ
て
く
れ
た

事
に
感
謝
し
、
今
、
自
分
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
勉
強
や
部
活
に
精
一
杯
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
僕
達
を
こ
の
世
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
両
親
の
命
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
の
で
す
。

人
は
い
つ
か
は
死
に
ま
す
。
突
然
や
っ
て
来
る
死
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
生
き
て
い
る
人
達
が

ど
う
受
け
と
め
る
か
に
よ
り
、
亡
く
な
っ
た
人
の
思
い
を
前
向
き
に
つ
な
げ
て
い
け
る
と
思
う
の

で
す
。
僕
は
車
の
好
き
だ
っ
た
父
の
思
い
を
つ
な
げ
る
た
め
に
、
将
来
、
自
動
車
整
備
士
の
一
級

の
資
格
を
絶
対
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
僕
は
絶
対
に
「
死
に
た
い
」
と
か
「
消
え
た
い
」
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
僕

の
命
を
つ
な
い
で
、
両
親
の
死
に
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

幸
せ
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と

喜
多
方
市
立
第
二
中
学
校
三
年

古
佐
原

光
大

毎
日
の
生
活
の
中
で
あ
な
た
は
ど
ん
な
時
に
「
幸
せ
」
を
感
じ
ま
す
か
。
暖
か
い
ベ
ッ
ト
で
横

に
な
っ
た
時
で
す
か
。
そ
れ
と
も
お
い
し
い
ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
時
で
す
か
。
学
校
に

通
い
、
勉
強
し
て
い
る
時
で
す
か
。
部
活
で
頑
張
っ
て
い
る
時
で
す
か
。
そ
も
そ
も
「
幸
せ
」
に

つ
い
て
考
え
た
事
は
あ
り
ま
す
か
。
僕
は
そ
ん
な
事
は
当
た
り
前
で
普
通
の
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
今
は
、
そ
ん
な
普
通
に
少
し
ず
つ
「
あ
り
が
と
う
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。二

〇
十
一
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
で
僕
は
被
災
し
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な
も
の

を
失
い
ま
し
た
。
僕
の
学
校
は
避
難
場
所
だ
っ
た
為
、
一
時
た
く
さ
ん
の
人
々
が
避
難
し
て
来
ま

し
た
。
ま
だ
肌
寒
い
季
節
、
外
で
は
雪
が
降
り
始
め
、
多
く
の
人
は
段
ボ
ー
ル
一
枚
で
寒
さ
を
し

の
ぎ
ま
し
た
。
夜
が
近
く
な
る
と
家
族
が
迎
え
に
来
て
、
友
達
が
ど
ん
ど
ん
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
ん
な
に
ざ
わ
つ
い
て
い
た
体
育
館
も
ラ
ジ
オ
の
音
が
響
き
渡
る
ぐ
ら
い
静
か
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
い
つ
も
一
緒
に
い
た
親
友
が
家
族
が
迎
え
に
来
た
と
さ
よ
う
な
ら
を
伝
え
に

来
ま
し
た
。
彼
は
笑
顔
で
「
じ
ゃ
あ
ね
」
と
言
い
、
僕
も
「
じ
ゃ
あ
ね
」
と
返
し
ま
し
た
。
あ
の

時
、
あ
の
状
況
で
あ
ん
な
笑
顔
を
み
せ
た
彼
。
僕
は
彼
の
笑
顔
が
体
育
館
中
を
笑
顔
に
出
来
る
、

そ
う
確
信
し
ま
し
た
。

時
刻
は
九
時
半
を
回
り
ま
し
た
が
ま
だ
、
迎
え
が
来
ま
せ
ん
。
体
育
館
は
重
い
空
気
の
ま
ま
、

時
々
来
る
余
震
で
ト
イ
レ
に
行
く
だ
け
で
も
不
安
に
な
り
ま
し
た
。「
両
親
は
、
家
族
は
生
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。」
そ
う
考
え
る
と
さ
ら
に
不
安
が
強
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
お
父
さ
ん

の
姿
が
見
え
ま
し
た
。
も
う
泣
き
出
し
そ
う
に
な
る
の
を
こ
ら
え
る
の
で
必
死
で
し
た
。
そ
ん
な

僕
を
見
て
お
父
さ
ん
は
「
遅
く
な
っ
て
ご
め
ん
ね
。
家
族
は
み
ん
な
無
事
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
少
し
落
ち
着
い
た
頃
、
さ
っ
き
帰
っ
た
彼
の
お
父
さ
ん
が
体
育
館
の
中
を
探
し
て
い
ま

す
。
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
友
人
に
聞
く
と
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
よ
う
だ
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ぼ
く
は
驚
き
と
絶
望
感
で
、
な
ぜ
？
と
怒
り
を
感
じ
、
し
ば
ら
く
す
る
と
そ
の
中
の
絶

望
感
は
生
き
て
い
て
ほ
し
い
と
言
う
、
願
い
に
変
わ
り
ま
し
た
。
で
も
彼
は
帰
宅
途
中
車
ご
と
津

波
に
飲
ま
れ
流
さ
れ
て
彼
の
家
か
ら
数
十
キ
ロ
も
離
れ
た
場
所
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
彼
の
発
見

は
僕
が
も
う
中
学
二
年
生
に
な
っ
た
時
で
し
た
。
中
学
一
年
の
夏
、
出
来
な
か
っ
た
卒
業
式
が
開

か
れ
ま
し
た
。
彼
の
お
父
さ
ん
が
受
け
取
っ
た
卒
業
証
書
。
お
父
さ
ん
は
み
ん
な
に
「
忘
れ
な
い

で
や
っ
て
ほ
し
い
。
息
子
の
分
ま
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
の
お
葬

式
の
日
、
久
し
ぶ
り
に
合
う
友
達
み
ん
な
が
涙
を
浮
べ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
「
彼
の
分
を
生
き
よ

う
。
彼
が
出
来
な
か
っ
た
幸
せ
を
、
代
わ
り
に
僕
ら
が
感
じ
て
行
こ
う
。」
そ
う
思
い
ま
し
た
。

僕
は
親
戚
の
所
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
都
合
で
喜
多
方
に

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
転
校
し
た
こ
と
も
な
く
、
新
し
い
生
活
に
馴
染
め
る
か
、
と

っ
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
学
校
の
先
生
を
は
じ
め
、
近
所
の
方
、
お
父
さ
ん
の
職
場
の
方
そ
し

て
学
校
の
み
ん
な
、
た
く
さ
ん
の
人
の
心
づ
か
い
と
あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
頂
き
、
今
は
不
自
由

な
く
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
今
ま
で
見
て
き
た
テ
レ
ビ
や
勉
強
、
そ
し
て
遊
び
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が
彼
ら
亡
く
な

っ
た
方
々
の
夢
や
幸
せ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
あ
な
た
も
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
下
さ
い
。
そ
し
て
何
気
な
い
普
段
の
生
活
か
ら
「
幸
せ
だ
」
と
感
じ
て
下
さ
い
。
そ
う
し
た

ら
き
っ
と
み
ん
な
喜
ぶ
は
ず
で
す
。
彼
ら
が
こ
の
世
界
に
残
し
て
い
っ
た
物
を
皆
で
受
け
取
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　　　    平成25年度 少年の主張喜多方大会
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「
小
さ
な
一
歩
」

喜
多
方
市
立
第
二
中
学
校
三
年

武
藤

菜
美

私
は
、
最
近
人
の
役
に
立
ち
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
は

こ
ん
な
こ
と
全
然
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
こ
う
い
う
思
い
が

強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
泣
い
て
い
る
人
が
い
る
。
で
も
私
は
な

に
も
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
の
心
の
中
に
は
、
天
使
と
悪
魔
が
い
ま
し
た
。「
声
を
か
け
て
あ
げ
た
ら
？
」
と
い
う
天
使
。

「
い
や
、
お
前
じ
ゃ
な
く
て
も
別
に
い
い
だ
ろ
。」
と
い
う
悪
魔
。
天
使
と
悪
魔
が
ぶ
つ
か
り
合

っ
て
、
私
は
結
局
悪
魔
の
方
に
い
っ
ち
ゃ
っ
て
ま
し
た
。
ど
う
し
て
悪
魔
の
方
に
い
っ
ち
ゃ
う

の
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
「
自
分
じ
ゃ
な
く
て
も
」
と
い
う
弱
い
心
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。「
自
分
じ
ゃ
な
く
た
っ
て
、
他
の
人
が
や
る
か
ら
別
に
い
い
じ
ゃ
ん
」「
自
分
は

関
係
な
い
」
そ
う
思
い
悪
魔
の
方
が
有
利
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
最
近
気
づ
い
た
事
が

あ
り
ま
す
。
み
ん
な
同
じ
心
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
事
。
だ
か
ら
私
は
、「
誰
か
じ
ゃ
な
く
て
、

自
分
が
」
や
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

中
学
二
年
生
の
時
に
、
教
室
で
顔
を
う
つ
む
か
せ
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
隠
れ
て

泣
い
て
い
る
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
な
の
で
私
は
な
に
も
言
わ
ず
に
、
ト
イ
レ
に
二
人
で
い
き

ま
し
た
。
そ
の
子
は
さ
っ
き
と
は
違
い
、
肩
を
上
下
に
動
か
し
て
、
息
が
荒
く
な
る
く
ら
い
泣

き
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
思
い
ま
し
た
。
今
、「
役
に
立
っ
て
い
る
」
と
。
友
達
が
泣
い
て
い
る

の
に
、
私
は
嬉
し
く
て
、
ニ
ヤ
ケ
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
イ
レ
の
鏡
に
う
つ
る
自
分
と

自
分
で
「
よ
く
や
っ
た
！
」
と
自
分
を
ほ
め
合
い
ま
し
た
。
そ
の
時
友
達
が
、

「
あ
ー
、
菜
美
が
い
て
、
な
ん
か
ス
ッ
キ
リ
し
た
。」
と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、「
自
分
か
ら
何
か
や
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
良
い
事
だ
し
、
と

て
も
大
事
な
事
だ
と
、
私
は
感
じ
ま
し
た
。

「
役
に
立
つ
」と
い
う
事
は
、二
つ
の
良
い
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
普
通
に
考
え
て
、

他
の
人
の
た
め
に
役
立
ち
、
感
謝
さ
れ
る
と
い
う
事
。
二
つ
目
は
、
自
分
が
得
す
る
と
い
う
事

で
す
。
小
さ
な
小
さ
な
事
で
も
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
ら
、
大
き
な
大
き
な
一
歩
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
も
し
も
、
そ
の
一
歩
が
将
来
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
そ
の
人
生
は
ガ

ラ
リ
と
変
わ
る
最
高
の
人
生
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
の
日
本
人
は
、
他
の
国
々
よ
り
も
「
役
に
立
つ
」
と
い
う
事
に
慣
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
思
う
他
国
の
印
象
は
、「
自
分
が
、
自
分
が
」
で
す
。
な
に
よ
り
も
自
分
が
先
。
そ
の
よ
う

な
印
象
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
印
象
を
も
っ
た
の
か
と
言
う
と
、
こ
の
前

起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
、テ
レ
ビ
で
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。「
中

国
メ
デ
ィ
ア
日
本
を
ほ
め
る
」
大
き
な
震
災
が
あ
っ
た
の
に
、
日
本
人
は
店
の
前
で
き
ち
ん
と
並

ん
で
い
る
。
私
は
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き
、「
当
た
り
前
で
し
ょ
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
中

国
で
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
な
の
で
私
が
思
う
日
本
は
他
の
国
と
は
違
い
「
あ

な
た
が
、
あ
な
た
が
」
で
す
。
自
分
の
事
よ
り
他
人
の
事
を
思
う
日
本
は
素
晴
ら
し
い
国
だ
と
思

い
ま
す
。

今
、
気
恥
ず
か
し
く
て
な
に
も
出
来
な
い
人
。
他
の
人
が
や
る
の
を
待
っ
て
い
る
人
。
一
歩
ふ

み
出
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
一
歩
を
待
っ
て
い
る
人
が
何
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
一
歩
は

あ
な
た
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
つ
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
四
つ
の
ぜ
ん
力
」
の
お
か
げ
で喜

多
方
市
立
高
郷
中
学
校
三
年

和
田

悠
希

小
学
校
六
年
生
の
時
に
私
は
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
い
ま
し
た
。急
性
脳
炎
と
い
う
病
気
で
し
た
。

私
の
左
半
身
の
自
由
を
奪
い
、
す
ぐ
に
意
識
を
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
暗
や
み
に
落
ち
込
ん
で
い

く
中
で
、
私
は
「
死
」
を
意
識
し
ま
し
た
。

気
が
つ
い
た
と
き
に
目
に
入
っ
た
の
は
真
っ
白
な
天
井
。「
こ
こ
は
ど
こ
？
」
私
は
救
急
車
で

病
院
に
運
ば
れ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
腕
に
は
大
量
の
点
滴
の
管
が
つ
な
が
れ
、

口
に
は
酸
素
吸
入
器
も
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
母
が
、
目
を
覚
ま
し
た
私
を
見
て
泣
き
出
し
ま

し
た
。
倒
れ
て
か
ら
、
ま
る
ま
る
一
日
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

三
週
間
の
入
院
期
間
中
、

「
な
ぜ
、こ
ん
な
目
に
遭
う
の
か
。自
分
だ
け
が
こ
ん
な
苦
し
い
思
い
を
す
る
な
ん
て
、不
公
平
だ
。」

私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
友
達
が
見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
も
、
校
長
先
生
が
毎
日
の
よ
う
に

様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
も
、
心
の
中
で
は
自
分
は
不
幸
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
ず
に

い
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
り
、
私
は
野
球
部
に
入
り
ま
し
た
。
練
習
は
厳
し
く
、「
四
つ
の
ぜ
ん
力
」
を
目

標
に
、
毎
日
走
り
こ
み
や
あ
い
さ
つ
、
礼
儀
正
し
い
言
葉
遣
い
を
た
た
き
込
ま
れ
ま
し
た
。「
ぜ

ん
力
」
は
「
全
て
の
力
」「
前
へ
進
む
力
」「
善
い
行
い
を
す
る
力
」「
少
し
ず
つ
進
歩
す
る
力
（
漸

力
）」の
四
つ
で
す
。
最
初
、「
な
ぜ
こ
ん
な
に
苦
し
い
練
習
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
。」

と
不
満
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
走
り
込
み
が
苦
し
く
て
途
中
で
倒
れ
込
み
そ
う
に
な
る
私
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を
、
先
輩
方
や
友
達
は
大
き
な
声
で
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

「
ガ
ン
バ
！
も
う
ち
ょ
っ
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
！
」
そ
の
声
を
遠
く
に
聞
き
な
が
ら
、
あ
と
少
し

あ
と
少
し
、
と
思
い
な
が
ら
走
る
と
、
い
つ
も
最
後
ま
で
走
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

や
が
て
、
私
は
三
年
に
な
り
、
最
後
の
中
体
連
に
向
け
て
練
習
し
て
い
た
と
き
、
左
足
に
激

痛
が
走
り
ま
し
た
。
通
院
す
る
と
「
肉
離
れ
」
と
い
う
診
断
。
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
あ
れ
だ
け
頑
張
っ
て
き
た
の
に
。
そ
ん
な
焦
燥
感
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
三
週
間
前

で
し
た
。

帰
っ
て
野
球
部
の
み
ん
な
に
伝
え
る
と
、
冷
静
な
対
応
で
し
た
。
私
は

「
え
？
も
っ
と
心
配
し
て
く
れ
て
も
い
い
の
に
。」

と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
私
の
こ
と
な
ど
、
ど
う
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
先
生
に
そ
の
こ

と
を
言
う
と
、
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
先
生
か
ら
意
外
な
一
言
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。

「
自
分
な
ら
『
大
丈
夫
？
』
っ
て
言
え
る
の
？
」

驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
考
え
ま
し
た
。

野
球
部
は
十
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
三
年
に
と
っ
て
は
最
後
の
中
体
連
で
す
。
な
の
に
こ
ん
な

時
期
に
け
が
を
し
て
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
文
句
を
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
の
に
、

だ
れ
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
初
め
て
、
自
分
が
周
り
の
人
に
い
か
に
甘
え

て
い
た
か
を
知
り
ま
し
た
。

私
が
入
院
し
た
と
き
両
親
に
心
配
を
か
け
、
兄
は
何
週
間
も
留
守
番
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

友
達
も
校
長
先
生
も
お
見
舞
い
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
先
輩
も
友
達
も
、
自
分
も

つ
ら
い
の
に
、
一
生
懸
命
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
痛
み
を
察
し
て
、
黙
っ
て
見
守
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
私
は
健
康
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。
私
の
周

り
に
は
い
つ
も
優
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。
野
球
部
で
培
っ
て

き
た
四
つ
の
「
ぜ
ん
力
」
と
は
、
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
の
力
を
つ
く
し
て
相
手
や
チ

ー
ム
を
大
切
に
す
る
こ
と
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
周
り
の
み
ん
な
の
力
の
お
か
げ
で
、
自
分
も

こ
こ
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
す
る
と
あ
る
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。「
も

ら
っ
た
優
し
さ
を
返
し
た
い
。」
す
る
と
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、
何
事
も
全
力
で
や
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
今
ま
で
出
会
っ
た
困
難
は
、
決
し
て
不
幸
で
は
な
く
、
こ
の
感
謝
を
感
じ
る
た
め
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
今
自
分
が
健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
何
事

に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１

ポ
イ
捨
て
等
の
禁
止

市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
及

び
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
喜
多
方

市
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
空
缶
の
ポ

イ
捨
て
や
犬
の
フ
ン
の
放
置
な
ど
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
や
水
路
な
ど
に
ご
み
を
捨

て
る
行
為
は
、
生
活
環
境
の
悪
化
や
観
光

客
の
本
市
に
対
す
る
印
象
を
悪
く
し
ま
す

の
で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

廃
家
電
や
タ
イ
ヤ
、
建
築
廃
材
な
ど
を

山
林
や
河
川
、
公
共
の
場
所
に
不
法
投
棄

し
て
検
挙
さ
れ
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
。不

法
投
棄
は
、
懲
役
５
年
以
下
、
罰
金

３
億
円
以
下
の
刑
罰
と
な
る
重
大
な
犯
罪

で
す
。

３  
「
不
審
な
業
者
」
に
注
意
！

市
町
村
の
許
可
を
得
ず
に
収
集
し
、
処

理
手
数
料
を
請
求
す
る
一
方
で
、
集
め
た

廃
家
電
等
を
山
林
や
河
川
な
ど
に
不
法
投

棄
す
る
悪
質
な
業
者
が
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
業
者
に
処

理
を
依
頼
す
る
と
高
額
な
費
用
を
請
求
さ

れ
た
り
、
依
頼
し
た
廃
棄
物
が
不
法
投
棄

さ
れ
る
な
ど
犯
罪
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ

る
た
め
引
渡
し
に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
不
審
な
業
者
の
特
徴

○
市
の
一
般
廃
棄
物
許
可
業
者（
業
者
の
リ

ス
ト
は
広
報
き
た
か
た
８
月
号
に
記
載
）で

な
い

○
社
名
や
電
話
番
号
が
入
っ
て
い
な
い
車

両
で
の
営
業（
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
）

○
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車

○
社
名
を
名
乗
ら
な
い

○
領
収
書
を
渡
さ
な
い
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
に
必
要
な
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
持
っ

て
い
な
い

○
無
料
回
収
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
「
処
分
料
」
な
ど
別
な
名
目
で
料
金

を
請
求
す
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

４

ご
み
の
野
焼
き
禁
止

一
般
家
庭
で
の
ご
み
焼
却
に
よ
る
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
は
法

律
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
焼
却
施
設
以

外
で
は
燃
や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
違

反
し
た
場
合
は
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
火
災
と
間
違
わ
れ
た
り
、
火
災

に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
、
大
変
危
険
な

上
、
周
囲
に
悪
臭
や
焼
却
灰
が
飛
散
し
ま

す
の
で
、
ご
み
の
野
焼
き
行
為
は
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
環
境
推
進
班

☎（
２４
）５
２
６
１

問問

ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
・

野
焼
き
等
を
防
止
し
ま
し
ょ
う


